
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「手をつなぐ 心をつなぐ 街づくり」 

「助け合う 心が広げる 地域愛♡」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  城東区社会福祉協議会   城東区中央 2-11-16  ☎6936-1153 
 

城東区保健福祉センター   城東区中央 3-4-29  ☎6930-9142 
 

城東区地域福祉アクションプラン合同事務局   
 



は  じ  め  に 

 

 城東区では、誰もが安心して暮らせる地域の実現をめざし、住民主体で取組

む、まちづくりの行動計画（ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ）「コスモス」を平成 18 年に策定し、

以後、アクションプランの推進に向け活動を行ってきました。 

平成 21 年には、地域ごとに地域福祉の現状や課題が異なるため、生活圏域

である「地域」を中心に取り組むこととなり、各校下で「校下アクションプラ

ン プロジェクトチーム」が立ち上げられました。 

平成 22 年には、地域の社会資源を冊子「ちいき白書」にまとめるとともに、

「地域アセスメントシート」を用い、福祉課題の整理や、地域を見直す「地域

診断」を行ないました。 

現在、地域ごとの福祉課題解決に向けた、住民主体の様々な取り組みが地域

で展開されており、これまでの活動をとりまとめ「城東区地域福祉アクション

プラン 活動報告集」を作成しました。今後の活動の参考としていただければ

幸いです。 

 

  

 

 



 

 

 

Ⅰ．城東区地域福祉アクションプランについて………………………  １ 

  １．アクションプランとは ……………………………………………………… 2 

  ２．これまでの取組み …………………………………………………………… 3 

 

Ⅱ．活動紹介（継続的な活動）…………………………………………  5 

  １．もしもの時の安心カプセル    ………………………………………………… 6 

   ◇ 安心情報カード …………………………………………………………… 7 

２．もしものための救急安心カード …………………………………………… 8 

３．スローガン、のぼり旗、ビブス作成 ……………………………………… 9 

４．安心・安全マップ ……………………………………………………………10 

５．すみれ・花フレンズ活動 ……………………………………………………11 

６．アクションプラン会議 ………………………………………………………12 

 

Ⅲ．活動紹介（平成 25 年度の取組み） ………………………………13 

  １．第 40 回 城東まつり ………………………………………………………14 

２．あいさつ運動 …………………………………………………………………16 

３．収穫祭＆七夕まつり …………………………………………………………18 

４．食育講座① ……………………………………………………………………20 

  ５．食育講座② ……………………………………………………………………21 

    ６．人と人が支えあう みんなでつくるふれあい聖賢  ………………………22 

７．環境美化 地域一斉清掃  ……………………………………………………24 

８．絵本の広場 ……………………………………………………………………26 

    ９．ガーデニングを楽しもう ～フラワー10days in 大阪～  ……………………28 

10．鴫野フェスタ  ………………………………………………………………30 

 



 

 

 

Ⅰ．城東区地域福祉アクションプランについて………………………  １ 

  １．アクションプランとは ……………………………………………………… 2 

  ２．これまでの取組み …………………………………………………………… 3 

 

Ⅱ．活動紹介（継続的な活動）…………………………………………  5 

  １．もしもの時の安心カプセル    ………………………………………………… 6 

   ◇ 安心情報カード …………………………………………………………… 7 

２．もしものための救急安心カード …………………………………………… 8 

３．スローガン、のぼり旗、ビブス作成 ……………………………………… 9 

４．安心・安全マップ ……………………………………………………………10 

５．すみれ・花フレンズ活動 ……………………………………………………11 

６．アクションプラン会議 ………………………………………………………12 

 

Ⅲ．活動紹介（平成 25 年度の取組み） ………………………………13 

  １．第 40 回 城東まつり ………………………………………………………14 

２．あいさつ運動 …………………………………………………………………16 

３．収穫祭＆七夕まつり …………………………………………………………18 

４．食育講座① ……………………………………………………………………20 

  ５．食育講座② ……………………………………………………………………21 

    ６．人と人が支えあう みんなでつくるふれあい聖賢  ………………………22 

７．環境美化 地域一斉清掃  ……………………………………………………24 

８．絵本の広場 ……………………………………………………………………26 

    ９．ガーデニングを楽しもう ～フラワー10days in 大阪～  ……………………28 

10．鴫野フェスタ  ………………………………………………………………30 

 

11．清掃活動  ……………………………………………………………………32 

12．おもいやり広場  ……………………………………………………………34 

13．土佐だこを作ろう  …………………………………………………………36 

14．おもいやり広場(陶芸教室作品展) ……………………………………………38 

15．認知症サポーター養成講座  ………………………………………………39 

16．防災講演会（～自分たちのまちは自分たちで守る！今、問われる地域防災力～）   …………40 

17．陶芸に挑戦  …………………………………………………………………41 

18．学習会 発達障害を知ろう（～子どものよい育みのために～）  ……………………43 

 

Ⅳ．参考資料  …………………………………………………………… 45 

  ◇ 情報コスモス No.1 ……………………………………………………… 46 

  ◇ 情報コスモス No.2  ……………………………………………………… 48 

  ◇ 城東区地域アセスメントシート ………………………………………… 50 

  ◇ レーダーシート …………………………………………………………… 59 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





− 1 −



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

城東区地域福祉アクションプランは、地域福祉の充実したまちの実現を

めざし、自分たちのできることを考え、それぞれの役割を分担し、協力し

ながら取り組んでいく「行動計画」です。 

 地域住民の主体的な取り組みですが、みなさんの活動の推進を図るため、城東区

保健福祉センターや城東区社会福祉協議会も事務局として、アクションプラン活動者とと

もに行動していく、協働の取組みです。 

 

国において、社会福祉法（第 107 条）に「市町村地域福祉計画の策定」が規定されており、

大阪市では平成１６年に「大阪市地域福祉計画」を策定し、公私協働による地域福祉を推進

していくこととなりました。 

それを受け、大阪市社会福祉協議会においても、社会福祉推進のため、参画と協働を具体

的に進める活動・行動計画である「大阪市地域福祉活動計画」を策定し、区ごとに区民参加・

公私協働による「地域福祉アクションプラン（行動計画）」が策定され、活動していくこと

となりました。 

誰もが住み慣れた地域で安全・あんしんに、自分らしくいきいきと暮らしたいと願って 

います。そのようなまちにするためには・・・ 

そのようなまちにするためには、地域ごとの事情に合わせ、福祉課題を解決して 

いく取組みが必要です。みんなが気軽に参加できる活動、取組みを通して、温かい 

つながりを一つひとつ創っていくことが大切です。 
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アンケート等により、一般成人、小中学生、地域活動者など、5,572 名 

もの多くの地域住民の方々からの意見を聞き、分析し、その結果を踏まえ 

て作った行動計画が、平成１８年６月に策定された「城東区地域福祉アク 

ションプラン（コスモス）」となり、６つの重点課題が出されました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

平成１８年６月 

 

平成１７年６月 

 

校下ごとにｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑが選出され、各校下の社会資源、 

福祉課題などをメンバーで話し合い、冊子「ちいき白書」にまとめました。 

平成２２年２月 
 

 

 情報について考えてみよう  

 

 地域活動のあり方を考えていこう 

 

 

 環境・美化運動を充実させよう 

 

 

 

福祉の人材の育成について考えよう 

 区民・住民同士の連携・協働を進めて 
いこう 

 

城東区での行動計画「城東区地域福祉アクションプラン」策定にあ

たって、策定委員会を設置し、地域福祉の活動者などで構成された

「地域部会」、社会福祉事業所、施設からなる「事業所部会」、ＮＰ

Ｏ法人・ボランティアなどが中心となった「市民活動・ＮＰＯ部会」

の３つの部会からなる「作業委員会」を設置し、４０回余りの会議

を重ねました。 

 

 
委員構成 校下社協、地域振興会、民生委員協議会、保護司会、高齢者施設、児童福祉施設、 

母と子の共励会、身体障害者福祉会、医師会、歯科医師会、ＰＴＡ協議会、ボランティア・公募委員。

学識経験者として、大学教授等。 

挨拶運動を通じて、ともに住む意識を 
高めよう 
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ちいき白書で整理した地域の特色を掘り下げ、メンバー間の思いを共有するため、地域ア

セスメントシートを作成し、「地域診断」を行ないました。地域を定期的に 

見つめ直すことを目的とした取り組みで、その結果をレーダーチャート 

にすれば一目で地域の様子や変化がわかるというものです。 

 ⇒参考資料 50 ページ参照 

 

 

 

平成２２年１０月 
 

 

 

 

アクションプランのロゴマークと

して、「つながり」「ふれあい」「あんしん」

をイメージした、城東区らしいマークが選定

されました。 

【応募数：１９作品】 

平成２３年１２月 

 

 

【第１部：講演会】 

「ボランティアって 楽しく そして 素晴らしい」 

大阪ボランティア協会常務理事 早瀬 昇さん 

 

【第２部：パネルディスカッション】 

～子どもに関わる問題について～ 

住民同士が協力し、支え合う体制づくりの実現を 

平成２２年１２月 

 

 

 

アクションプランのスローガン 

「手をつなぐ 心をつなぐ 街づくり」 

「助け合う 心が広げる 地域愛♡」 

が選定されました。 

【応募数：３４作品】 

平成２５年 ８月 
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平成  年  月  日作成                      
ご本人のおなまえ(ふりがな)  生年月日  明・大・昭・平 

  年  月  日  才 

血液型   型 

住所 

大阪市城東区    丁目  番  号 

電話 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

城東区地域福祉アクションプラン合同事務局   

城東区保健福祉センター   城東区中央 3-4-29  ☎6930-9142 

城東区社会福祉協議会    城東区中央 2-11-16  ☎6936-1153 

 

おなまえ 

 

      ご関係（        ） 

おなまえ 

 

        ご関係（        ） 

おところ 

 

       ☎ 

おところ 

 

       ☎ 

（医院・病院）の名前 

 

住所 

                ☎ 

主治医の名前 

持 病  

くすり 
※処方せんをそのままカプセルに入れてもＯＫ  

要介護区分 １．あり（ 要支援・要介護 １・２・３・４・５ ）  ２．なし 

事業所名  担当ｹｱﾏﾈ        ☎ 

 

 かかりつけの医院・病院など 

 緊急の場合の連絡先（親戚・知人など） 

  

 介護保険関係 

 その他伝えたいこと 

安 心 情 報 カ ー ド 
 

男 

女 
・ 
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缶バッチキーホルダー
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缶バッチキーホルダー

うちわお絵かき

氷　柱

アクションプラン周知啓発
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平成２３年度から始まった「あいさつ運動」啓

発ポスター。アクションプランと小学校が連携し

今年で３回目。学校のあいさつ週間に合わせ、小

学５年生８０人が授業でポスターを描き、学校の

まわりに掲示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

今回は学校校舎竣工の式典があり、講堂入口前に掲示。ラミネートされたポスターを風で飛ばな

いように金具やガムテープでつなげて、ネットに掲示していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

東中浜校下アクションプラン 

 

平成 25年 6月 7日（金） 
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平成 25年 6月 7日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掲示されたポスターは後日、学校の周囲に貼

り替えられました。 

ポスターを見た住民からは「良い活動をして

いる」「子どもが元気にあいさつをしてくれた」

との声が。地域のあいさつ運動の意識の高さが

伺えました。 

 

子どもらしい爽やかな絵のほか、時代を反映

するものも、ありました。(^o^) 

 

黒ペンでふち取りされていて、コントラスト

がはっきり。今年は特にきれいに仕上がってい

ます。 

６年生が考えてくれた標語も合わせて掲示し

ています。ポスター作成は５年生の恒例行事に

なっているとか… 
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すみれ・花フレンズ「収穫祭」と

「七夕まつり」が開催されました。

アクションプランと子育てサロン

との共催で、地域の方、子ども連れ

のお母さん、ボランティア体験の小

学生がたくさん参加されていまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天気が良ければ、畑でできた作物を収穫す

る予定でしたが、天気が怪しく、小さなお子

さんも参加するという事で、雨仕様（菫会館）

での開催となりました。 

あらかじめ収穫しておいた作物を切って試

食しました。 

 

 

実際に収穫の体験ができなかったのは残念でしたが、花や枝

が付いたままの実に触れることができ、良い体験になったと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菫校下アクションプラン 

 

平成 25年７月４日（木） 
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菫校下アクションプラン 

 

平成 25年７月４日（木） 

 

 

一方、七夕まつりは、ボランティア体験で来ている「すみれ小学校」の６年生の生徒た

ちも一緒に、七夕の飾り作りと飾り付けを手伝ってくれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵本の読み聞かせコーナーなどもあり、いろ

いろと工夫されています。 

雨だったので障がい者施設の方々が参加で

きず残念がっておられましたが、それでも約６

０名の参加があり、賑わいをみせるイベントに

なりました。 
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関目東校下で「食育講座」が開催されました。地域の

高齢者と子ども連れのお母さんが多数参加。「いただきま

す・ごちそうさま」から食育を考えるということで、変

わりつつある食の話がありました。 

「いただきます」とは、「自分の命のために動植物の命

をいただきます」という「多くの生き物を犠牲にして生

きている」ことの意味。 

「ごちそうさま」とは「馳走になりました」のことで、

「馳」「走」ともに「はしる」の意味で、昔はお客を迎え

るのに走り回って獲物をとってきて、もてなしたと言われています。 

現代はレトルトなどコンビニでも食べたい時にすぐ買って食べられる時代。一人で食べることも

増えてきていますが、誰かと一緒に食べることで幸せを感じる脳内ホルモンが出るのだそうです。

そして内閣府が作成している『食育白書』の平成 24年度版より、東日本大震災を体験し「食」へ

の感謝を読んだ小学校六年生の作文（内閣総理大臣賞受賞）の紹介がありました。 

被災して初めて分かった食に対する感謝が書かれています。 

 

～ 実演 簡単にできるミニホットサンド ～ 

残り物などで中身を変えてアレンジもできます。 

子どもも食べやすい小さなサイズで喜んで食べてい

ました。 

特別な器具も使わないので、 

子育てで忙しいお母さんから高齢

者の方まで、簡単に手早く手作り

できます。 

 

 

昨年も参加されたリピーターもおられ、世代間交流もできる人気の講座になっているようです。 

関目東校下アクションプラン 

 

平成25年８月22日（木） 
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前回に引き続き関目東校下で２回目の「食育講座」

が開催されました。前回と同様、地域の高齢者と子ど

も連れのお母さんが多数参加。 

若者の魚離れが増えている昨今、缶詰めなら手軽に

朝食からでも魚を取ることができます。 

 最近では鯖の水煮缶にダイエット効果があるとテレ

ビで放送され、一時はあちこちで売り切れになってい

たそうです。 

 

     

～ 実演 押し寿司＆鯖そぼろ丼（鯖の缶詰め使用）～ 

押し寿司の木型は寿司桶同様、水に浸しておいてから使用

したり保管場所もスペースを取りますが、タッパーなどを代

用してもいいそうです。 

先にラップを敷いておけば洗い物も簡単！ 

かまぼこの飾り切りなどを乗せるとおもてなしにピッタリ! 

 

 

 

 

皆さんとても美味しいと食べられていました。日頃は箱寿

司よりちらし寿司にされるという方が多くいらっしゃいま

した。 

  小さなお子さんにも好評で、おかわりする姿も見られ

ました。日頃から魚をよく食べている子が多く、色鮮

やかな盛り付けに、さらに食欲も増していたようです。 

前回に続きリピーターもおられ、アンケートには「ちょっと

したポイントを教えてもらえる」「おいしかった」 

などの声があり、この講座を楽しみにされている 

様子が伺えました。 

関目東校下アクションプラン 

 

平成 25年 9月 12日（木） 
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聖賢校下アクションプラン 

 

平成 25年 10月 6日（日） 

聖賢地域では「人と人とが支えあう みんなでつくるふれあい聖賢」をスローガンに、障がい

者とのつながり、住民同士のふれあいを目的にイベントを開催し、「タンデム自転車」「子どもだ

んじり」「楽器の演奏」「よさこい踊り」「鼓笛隊」などで交流を深めました。 

昨年は悪天候のため体育館での開催でしたが、今年は晴天のもと、運動場での開催です。 

  
 

 

2人で一緒に漕ぐタイプ、車いすと一緒になっているタイプ、 

手で回すタイプといろいろな自転車がありました。 

普段は自転車に乗れない障がい者も、楽しく試乗出来ました。 
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みんなで作ったカレーライスを食べ 

「おいしかったー」。 

盛りだくさんの 1日になりました。 

 

その場で写真を撮って缶キーホル

ダーを作りました。障がい者や子ども

も大喜び。出来上がりを楽しみに待つ

人でにぎわっていました。 

 

「子どもだんじり」「鼓笛隊」「よさこい踊

り」の演舞・演奏を見て聞いて、楽しみま

した。だんじりの鐘や太鼓を一緒に演奏

し、交流を図りました(^o^) 

 

アクションプランスローガ

ン「手をつなぐ 心をつなぐ 

街づくり」入り 
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関目校下アクションプラン 

 

平成 25年 10月 6日（日） 

関目地域では「みんなの関目を、みんなできれいに！」を合言葉に、地域住民が一体となった 

「環境美化地域一斉清掃」に取組まれました。 

各町会をはじめ地域住民約３００名が参加しました。普段子どもたちが遊び、高齢者等が集う公園

や道路などみんなの町を清掃しました。 

町会ごとに集合して、ごみ袋、火ばさみなど清掃胴部を手に清掃開始。 

数人ごとに分かれて、町をくまなく歩き、約１時間清掃しました。 

清掃後には充実感でいっぱいでした。地域全体で取組んだことで、気持ちの良い朝になりました。 

城東区で活躍するボランテ

ィア団体も加わりました。 

町会ごとに集合場所を決めて

取組みについての説明 

ご
み
袋
、
火
ば
さ
み
、
軍
手
な

ど
の
掃
除
用
具
を
も
ら
っ
て 

活
動
の
準
備
。 
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関目校下アクションプラン 

 

平成 25年 10月 6日（日） 

関目地域では「みんなの関目を、みんなできれいに！」を合言葉に、地域住民が一体となった 

「環境美化地域一斉清掃」に取組まれました。 

各町会をはじめ地域住民約３００名が参加しました。普段子どもたちが遊び、高齢者等が集う公園

や道路などみんなの町を清掃しました。 

町会ごとに集合して、ごみ袋、火ばさみなど清掃胴部を手に清掃開始。 

数人ごとに分かれて、町をくまなく歩き、約１時間清掃しました。 

清掃後には充実感でいっぱいでした。地域全体で取組んだことで、気持ちの良い朝になりました。 

城東区で活躍するボランテ

ィア団体も加わりました。 

町会ごとに集合場所を決めて

取組みについての説明 

ご
み
袋
、
火
ば
さ
み
、
軍
手
な

ど
の
掃
除
用
具
を
も
ら
っ
て 

活
動
の
準
備
。 

  

 

 

 

 

  

 

掃除に参加されていない住民も、掃除して

いる姿に「お疲れさま」というねぎらいの言

葉をかけられていました。 

小さなお子さんの参加も見られるなど、地

域一体となって取り組まれていました。 

みんなで拾ったゴミはかなりの量

になりました。 

「いつもきれいにしておきたい。 

ぜひ毎年続けてほしい」との声が 

活動者からあがっていました。 

掃除道具を持ち清掃活動されてい

る方があちこちで見られました。 

最後にゴミを分別して終了！

お疲れ様でした！ 

− 25 −



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関目東校下アクションプラン 

 

平成 25年 10月 17日（木） 

「子育ていろいろ相談センター」から借りて

きた 300冊余りの絵本をお手製の本棚に陳列。

この本棚も地域の方の指導のもと、学校の先生

方が作られました。 

 

絵本と言えば、“小さな子どもが読む本”と

いうイメージですが、一人でただ字を読むだけ

ならすぐ終わってしまう絵本も、友達などグル

ープで読むと違った意見・気付かなかったこと

に刺激を受けたりするそうです。また先生や地

域の方（乳幼児～高齢者）などと世代間交流す

ることで、その意見も幅が広がります。絵本に

はそんな奥深さがある事に気づきました。 

 

関目東校下で「絵本の広場」が開催されまし

た。今回で５回目になるこのイベント。地域住

民と小学生を対象に。関目東小学校で２日間開

催。学校側の認識も高くなり、今年は休み時間

や放課後だけではなく、授業の一環として２ク

ラスずつ参加されました。 

今回は有志で絵本研究家の方が来られて、生徒に絵本の読み聞かせをされていた

のですが、気が付けば生徒だけではなく、周りの大人も惹きこまれていました。 
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関目東校下アクションプラン 

 

平成 25年 10月 17日（木） 

「子育ていろいろ相談センター」から借りて

きた 300冊余りの絵本をお手製の本棚に陳列。

この本棚も地域の方の指導のもと、学校の先生

方が作られました。 

 

絵本と言えば、“小さな子どもが読む本”と

いうイメージですが、一人でただ字を読むだけ

ならすぐ終わってしまう絵本も、友達などグル

ープで読むと違った意見・気付かなかったこと

に刺激を受けたりするそうです。また先生や地

域の方（乳幼児～高齢者）などと世代間交流す

ることで、その意見も幅が広がります。絵本に

はそんな奥深さがある事に気づきました。 

 

関目東校下で「絵本の広場」が開催されまし

た。今回で５回目になるこのイベント。地域住

民と小学生を対象に。関目東小学校で２日間開

催。学校側の認識も高くなり、今年は休み時間

や放課後だけではなく、授業の一環として２ク

ラスずつ参加されました。 

今回は有志で絵本研究家の方が来られて、生徒に絵本の読み聞かせをされていた

のですが、気が付けば生徒だけではなく、周りの大人も惹きこまれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の方も積極的に、子どもたちと交流を

自然に持たれていました。 

「また休み時間に来るからね～」とハイタ

ッチをしていった子どもたちの笑顔がとて

も印象的でした。 

 

 

「絵本は一人で読まないでグループで読

んで欲しい」「普段話すだけでは分からない

子どもたちの感性が見えたりするので、特に

先生も一緒に読んで欲しい」と言う絵本研究

家。小学生だけでなく中学生や高校生に絵本

を読んでもらうと、幼い頃に読んでもらった

記憶が蘇り、とても良い表情が見られるそう

です。 

 

関目東小学校も読書を推進し、金曜に読書

の宿題を出しているそうですが、「絵本の広

場」を学校に依頼すると、大抵の学校は「絵

本は字が尐ないし、幼いかな…」と言われる

とのこと。 

そこで意図を説明し、「地域との交流にな

りますよ」と言えば、受け入れてくれる学校

も多いそうです。 
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聖賢小学校で「ガーデニングを楽しもう」が開催

されました。 

親子での参加や地域にある障がい者施設からの参

加もあり約６０名の方が、秋の寄せ植えを行いまし

た。 

園芸活動を通じて、草花を育てる喜びや人との 

交流を支えあえる「つながり」づくりを目ざした 

活動です。 

     

地域に根ざした活動に！ 

好天に恵まれた校庭に集まり、全員で元気よく挨拶。講師より花の名前、手順についての説明

を受けてから、寄せ植えです。アクションプランプロジェクトチームの皆さんが事前に用意して

くださった植木鉢に鉢底石と土を入れ、自分で選んだ花を植えつけました。土の手触りを感じな

がら「ピンクの花はこっちかな？」「黄色の花はどこにしよう？」と会話も弾んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖賢校下アクションプラン 

 

平成 25年 10月 26日（日） 
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アクションプランの取り組みとして、開催された 

「ガーデニングを楽しもう」に参加して、寄せ植 

えをみんなで体験するのは初めてだったようで、 

少し手間取る子どもさんもいましたが、お互いに 

協力しながら無事に完成させました。 

初めて出会った人もみんな一緒に園芸を楽しめた 

癒しのひとときになったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

完成した寄せ植えは各自が持ち帰って自宅で育てていた

だきます。 

このような活動を通して、「地域の美化」「つながりが広が

る」ことも期待されます。 
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このようなイベントに参加することで、いつもは経験することのないスポーツなどの体験 

や、世代間交流ができるなど、家族や地域の身近な人たちと一緒に楽しめる場となっています。 

また、「鴫野フェスタ」に参加したことで、比較的つながりの少なかった各種団体間の理解度

が深まり、連携が強化され、地域活動の活性化につながっています。 
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菫校下で女性会のメンバーとすみれ小学校の生徒による「清掃活動」が開催されました。 

女性会では昔から地域の清掃活動をされていましたが、地域とコミュニケーションを取っていこう

と小学生とともに活動されました。２年生と４年生が活動に参加されますが、11 月のこの日は２

年生。軍手をはめて公園に多数の集まった生徒たちが集まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずは校長先生のあいさつ。 

「この公園は日ごろ皆さんが遊ぶところ。地域の

方々が憩う大切な公園です。今日は地域の方にくま

手などのそうじ道具の使い方を教えてもらって一

緒にそうじをしましょう。」 

 

 

 

女性会のメンバーからあいさつがあり、道具の使い方の説明のあと、クラスに分かれて清掃活動

がスタート。女性会のメンバーもそれぞれに分かれて、協力しながら清掃活動が始まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菫校下アクションプラン 

 

平成25年11月14日（木） 
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菫校下で女性会のメンバーとすみれ小学校の生徒による「清掃活動」が開催されました。 

女性会では昔から地域の清掃活動をされていましたが、地域とコミュニケーションを取っていこう

と小学生とともに活動されました。２年生と４年生が活動に参加されますが、11 月のこの日は２

年生。軍手をはめて公園に多数の集まった生徒たちが集まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずは校長先生のあいさつ。 

「この公園は日ごろ皆さんが遊ぶところ。地域の

方々が憩う大切な公園です。今日は地域の方にくま

手などのそうじ道具の使い方を教えてもらって一

緒にそうじをしましょう。」 

 

 

 

女性会のメンバーからあいさつがあり、道具の使い方の説明のあと、クラスに分かれて清掃活動

がスタート。女性会のメンバーもそれぞれに分かれて、協力しながら清掃活動が始まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菫校下アクションプラン 

 

平成25年11月14日（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落ち葉やゴミをたくさん拾ってくれた結果、ゴミ袋２３

個分になり公園もきれいになりました。 

小学生との連携は世代間交流にもなり、「未来のボランテ

ィア活動者」の育成にもつながる活動になっています。 

２年生には少し長い竹ホウキや

くま手。 

 初めて見た生徒もいる中、重た

いとの声も…。 

 地域の方や先生に使い方を教え

てもらいながら、楽しそうに掃除

をしている姿が見られました。 
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陶芸の後は、よさこいソーラン。子ども達、障

がい者の方と一緒に３曲踊られました。とても迫

力があり参加者が一体になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼食後は、タンデム自転車。今回用意された自転車は

５台。２人乗りタイプが３台、自転車の前に車いすが付

いている２人乗りタイプ、前輪を手でこぐ車いすの１人

乗りタイプ、それぞれ１台ずつありました。２人乗り自

転車は「タンデム自転車を楽しもう会」のメンバーが前

に乗ってタンデムしてくれます。一人で自転車に乗れな

い障がい者の方も、風を感じ、自然と笑みがこぼれて楽

しそうにしている姿がとても印象的でした。 

昼食はカレー

ライス。おいし

いとおかわりす

る子どももいて

完食でした。 
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みんな頑張って「土佐凧」を作ったあとは、女性部のみなさんが用意してくださったぜんざいを

いただきました。お天気は良かったのですが、やはり季節は「冬」。講堂の床で身体は冷えてしま

いましたが、あったかい「ぜんざい」で身体も心もほっこりと温まりました。 

地域で開催されるイベントに対する住民の意識も

高く、親子での参加や小学生仲間での参加、地域の福

祉施設の参加と毎年参加者が増えてきているようで

す。 

今年の凧づくりも、地域住民同士の新たな出会いと

交流の場になっていたようです。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

身体も温まったところで、地域の役員さんから「凧あげしまーす」との呼びかけで、みんな自

分の凧を持ってグランドへ飛び出していきました。日本凧の会の方や役員さんにあげ方を教えて

もらい、真っ青な空に向かって一生懸命走りまわっていました。子ども達に負けじと大人の方も

凧あげに夢中になっていました。最近は、ゲームで遊ぶ事が多くなってきていますが、昔ながら

の遊び「凧あげ」などを伝承していくことも大事なことだと感じた一日でした。 
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成育コミュニーティーホールにて認知症サポーター養成講座を行いました。 

最近はテレビや新聞など認知症の話題が取り上げられることが多くなり、たくさんの方に 

お集まり頂き、認知症への関心の高さを感じました。 

認知症サポーターとは何か「特別なこと」を行うことではなく、講座を通じて認知症を正し 

   く理解し偏見を持たず、自分のできる範囲で認知症の方や、その家族を応援していただくこと

を目的にしています。認知症になっても住み慣れた地域で暮らすことができる、大きな支えに

なります。 

 

 城東区キャラバン・メイト連絡会より講師を 

派遣していただきました。 

 

なぜ、認知症を学ぶのですか？との話から始

まり、認知症の説明、治療や予防、認知症本人

や家族の気持ちなどをわかりやすく説明して頂

きました。 

講座の最後には参加者全員に認知症サポータ

ー養成講座を受講した証としてオレンジリング

が配られました。 

 

【参加者の感想】 

・年に何回かこのような講座をして欲しい。 

・認知症の実情を改めて知りました。 

・私も他人事ではないと思いました。 

・町会の役員をしているので今後、できるだけ 

 挨拶や見守りをしていきたい。  

など多数の感想をいただきました。 

 

  

成育校下アクションプラン 

 

平成 2６年１月２2日（水） 
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森之宮校下では、地域の防災意識を高めることを目的に防災講演会が開催されました。 

会場には地域役員を中心に５０名の参加者が集まり、講師の大阪市危機管理室 防災アドバイザー 

杉原さんの話を熱心に聞き入っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森之宮校下アクションプラン 

 
 

平成 26年 1月 28日（火） 

森之宮地域は高層マンシ

ョンが多く、避難するのに恵

まれた環境です。 

【講師：大阪市危機管理室 杉原さん】 

19年前の「阪神大震災」から 16年経過し、「東日本大

震災」が発災。災害は忘れた頃にやってくる。東南海・南

海地震が起これば大阪市全域で震度 6弱、城東区は津波が

川をさかのぼり、押し寄せる。平時が一番大切。家族で話

し合い、対策をしているか？ 

皆さん、今日から用意し、生き残って下さい。 

【防災リーダー、地域支援員】

自助・共助・公助が大切。 

家族で今日の話を共有し、 

防災対策を！ 

阪神大震災の映像や、城東区の被

害予想に「うわっ」「えー」といった

声が漏れていました。対策には日ご

ろの備えが大切です。 

被害を最小限にとどめるには、自分の命は

自分で守るという「自助」、地域住民が助け

合う「共助」により、適切な避難行動、被災

後の行動をとることが大切です。 
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聖賢校下アクションプラン 

 

 
平成26年2月2日（日） 

聖賢地域では地域住民のふれあい、つながりづくりを目的に陶芸作りを行いました。 

昨年に続いてのイベントで、高齢者、障がい者、大人も子どもも多くの方が楽しみに参加され

ていました。経験者も初めての方も、楽しそうに談笑しながら作陶されていました。出来上がり

が楽しみです。今後ともさまざまな交流イベントを通じて、住民同士の交流の輪が広がることを

期待しています。 

大好評につき、昨年に続いての開催です。 

寒い中、多くの方が来られました。 

陶芸を通じて交流が図れました。 

みんなの協力に感謝です。 
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この新聞の靴です 

竜 熊 

トトロ 

温まるわ 

おいしいー 
みんなで作りました 

みんなで食べるとおいしいね 

先生です。鴫野駅で陶芸教

室しています。人数の多さ

にびっくり！ 

大人も子どもも 

健常者も障がい者も 

みんなで楽しく陶芸作り 

つながれ地域の輪 

テレビ取材も

ありました 
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東中浜校下では、地域住民、役員が発達障害の症状や対応方法

を学び、支援・対応ができるように、発達障害についての啓発活

動を行っています。発達障害は人からわかりにくく、症状も人に

より、さまざまです。「いじめ」や「丌登校」へとつながるケース

も多く、発達障害を理解し、合理的配慮がなされる、人にやさし

い町づくりを目ざし活動されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東中浜校下アクションプラン 

 
 

 平成26年2月5日（水） 

先生と発達障害当事者

「みっちゃん」とのコ

ンビネーションは最高

でした。明るく、わか

りやすく伝えていまし

た。 

発達障害は生まれもっ

た脳の機能障がい。「学

習障害」、「注意欠陥・

多動性障害」、「自閉症

スペクトラム」です。 

ま と め 

・障がいとは、人と社会の間にある壁のようなもの。 

・障がい種別でなく、困り感に基いた支援が重要。 

・誰もが同様の困り感を抱えることがある。その中でも、困り感が特

に集中する人がいる。大事なのは集中する困り感を減らすこと。 

・コミュニケーションは二人以上の間で初めて成立する。互いのズレ

の原因を考え、修正することが重要。 

・本人をどう変えるかより、本人にあった環境・条件をどう整えるか。 
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放出 講演会「繋ごう 地域のきずな」 

森之宮 あいさつ運動 

菫 よさこいソーラン 

東中浜 「発達障害講演会」 

榎並 安心見守り活動 

榎並 安心カプセル作り 

策定委員会 作業委員会 
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放出 講演会「繋ごう 地域のきずな」 

森之宮 あいさつ運動 

菫 よさこいソーラン 

東中浜 「発達障害講演会」 

榎並 安心見守り活動 

榎並 安心カプセル作り 

策定委員会 作業委員会 
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各
種
団
体
の
代
表
者
な
ど
に
よ
り
構

 

成
さ
れ
た
「
城
東
区
地
域
福
祉
ア
ク

 

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
」
。

 

策
定
の
進
め
方
や
そ
の
概
要
に
つ
い

 

て
の
幅
広
い
議
論
を
行
う
と
と
も
に
、

 

地
域
に
立
脚
す
る
観
点
か
ら
「
地
域

 

部
会
」
、
「
事
業
所
部
会
」
、
「
市
民
活

 

動
・
N
P
O
部
会
」
の
３
つ
か
ら
な
る

 

『
作
業
委
員
会
』
を
設
置
し
、
よ
り

 

活
発
な
専
門
的
な
意
見
の
交
換
が
な

 

さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
地
域
の
幅
広
い
方
々
か
ら
の

 

意
見
を
プ
ラ
ン
に
反
映
す
る
た
め
に

 

小
・
中
学
生
（
3
,
1
7
4
名
）
、
一
般
の
 

区
民
の
方
（
2
,
3
9
8
名
）
か
ら
ア
ン
 

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
そ
の

 

結
果
を
平
成
１
８
年
６
月
１
６
日
に

 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
『
コ
ス
モ
ス
』

 

と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

 

平
成

2
0
年
度
に
は
、
『
コ
ス
モ
ス
』

 

の
実
現
を
図
る
た
め
に
「
城
東
区
地
 

域
福
祉
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
推
進
委
 

員
会
」
、
「
校
下
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
の
推
進

 

体
制
を
構
築
し
、
各
校
下
（
地
域
）

 

に
お
け
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
具

 

体
化
に
向
け
た
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

 

  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
大
阪
の
社
会
福
祉
」
平
成

2
1
年

4
月
号
よ
り
抜
粋
 

新
た
な
計
画
で
再
ス
タ
ー
ト

 

第
２
期
活
動
計
画
・
地
域
福
祉
計
画
を
策
定

 

大
阪
市
社
協
・
大
阪
市

 
 
 
平
成
２
１
年
３
月
、
大
阪
市
社
協
は
「
第
２
期
・
大
阪
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
 

ま
た
、
大
阪
市
は
「
大
阪
市
地
域
福
祉
計
画

(平
成

2
1
年
度
～
平
成

23
年
度

)
」
を
そ
 

れ
ぞ
れ
策
定
し
た
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
、
平
成
１
６
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
前
計
画
を
 

改
訂
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
前
計
画
策
定
後
の
地
域
福
祉
を
め
ぐ
る
情
勢
の
変
化
 

に
と
も
な
い
、
新
た
な
課
題
に
も
的
確
に
対
応
し
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
一
層
取
り
組
 

む
た
め
の
見
直
し
が
お
こ
な
わ
れ
、
今
後
の
方
向
性
な
ど
が
示
さ
れ
た
。
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
◆
や
さ
し
さ
と
ぬ
く
も
り
の
あ
る

 

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

 
 

 
―
地
域
福
祉
活
動
計
画
―

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
２
期
の
計
画
は
、
前
計
画
に
引
き
続
き
「
地
域
住
民
の
参
画
と
協
働
で
共
に
生

き
る
ま
ち
を
つ
く
る
」「
地
域
で
暮
ら
す
生
活
者
を
支
援
す
る
」「
区
で
参
画
と
協
働

の
し
く
み
を
つ
く
る
」
の
３
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、
大
阪
市
ら
し
い
地
域
福
祉
活

動
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、
住
民
自
ら
が
地
域
で
活
動
す
る
社
会
福
祉
法
人

を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
団
体
・
組
織
な
ど
と
と
も
に
、
地
域
の
課
題
解
決
に
具
体

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
参
画
と
協
働
の
あ
り
方
と
手
法
を
示
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
区
、
地
域
（
地
区
・
校
下
）
レ
ベ
ル
で
取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
枠
組
み
を
示
す
支
援
計
画
、
さ
ら
 

に
区
や
地
域
の
活
動
を
市
レ
ベ
ル
で
の
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
の
計
画
と
し
て
位
置
付
け
、
今
後
の
め
ざ
す
べ

 

き
方
向
性
に
つ
い
て
も
示
し
て
い
る
。
 

 
具
体
的
に
は
、
市
内
各
区
の
地
域
福
祉
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
な
ど
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
な
が
 

ら
、
今
後
、
市
・
区
・
小
地
域
（
小
学
校
区
な
ど
）
の
各
段
階
に
お
い
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
活
動
や
視
点
が
示
 

さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
、
同
計
画
に
基
づ
き
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

 

大
阪
市
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

h
t
t
p:
/
/
ww
w
.
os
a
k
a-
s
i
sh
a
k
y
o
.
jp
）
に
計
画
全
文
を
掲
載
。
 

 ◆
 地
域
福
祉
を
進
め
る
う
え
で
の

 

基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
行
政
計
画

 
―
地
域
福
祉
計
画
―

 
 
同
計
画
は
社
会
福
祉
法
（
第
１
０
７
条
）
に
基
づ
く
市
町
村
地
域
福
祉
計
画
で
あ
り
、
共
に
生
き
共
に
支
え
合
い
、
誰

も
が
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
、
さ
ら
に
み
ん
な
が
生
活
を
共
に
楽
し
む
地
域
を
、
地
域
の
住
民
や
行
政
を

は
じ
め
、
地
域
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
の
力
で
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
地
域
福
祉
の
推
進
を
め
ざ
し
、
第
１
期
計
画
で
は
「
地

域
福
祉
の
考
え
方
」（
第
２
期
計
画
に
お
い
て
も
継
承
）「
市
全
体
の
し
く
み
づ
く
り
の
方
向
性
」
を
定
め
た
。
第
２
期
計

画
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
を
い
か
し
な
が
ら
、
新
た
な
課
題
に
も
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
市
全
体
の
し

く
み
づ
く
り
に
か
か
る
今
後
の
取
り
組
み
、
公
私
協
働
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
各
区
地
域
福
祉
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
推
進

に
つ
い
て
、
大
阪
市
と
し
て
の
考
え
方
や
具
体
的
な
支
援
策
を
示
し
て
い
る
。
 

 
大
阪
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ht
t
p
:
/
/w
w
w
.c
i
t
y.
o
s
ak
a
.
lg
.
j
p
）
に
計
画
全
文
を
掲
載
。
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  城 東 区 地 域 福 祉 ア ク シ ョ ン プ ラ ン の 推 進 に 向 け た 「 校 下 ア ク シ ョ ン プ ラ ン ・

プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム 全 体 説 明 会 」 が 今 年 三 月 二 十 六 日 、 城 東 区 民 ホ ー ル で 行

わ れ た 。 一 校 下 、 四 名 か ら 十 一 名 で 構 成 さ れ る 区 内 十 六 の プ ロ ジ ェ ク ト チ ー

ム （ 百 十 一 名 ） へ の 説 明 会 で 、 当 日 は 、 推 進 委 員 を 始 め 、 校 下 社 協 会 長 も 参 加

す る な ど 、 意 気 込 み あ る 説 明 会 と な っ た 。 

 
 

 当 日 、 八 十 五 名 の 参 加 を 得 て 、

大 谷 悟 委 員 長 （ 城 東 区 地 域 福 祉

ア ク シ ョ ン プ ラ ン 推 進 委 員 長 ／

大 阪 体 育 大 学 教 授 ） の 挨 拶 の あ

と 、 城 東 区 社 会 福 祉 協 議 会 、 城

東 区 保 健 福 祉 セ ン タ ー 合 同 事 務

局 の 上 林 事 務 局 長 か ら 、 ア ク シ

ョ ン プ ラ ン 「 コ ス モ ス 」 の 今 日

ま で の 策 定 の 経 過 、 概 要 、 推 進

体 制 の 説 明 が 行 わ れ た 。  

ま た 、 大 谷 委 員 長 か ら 、 地 域

福 祉 の 考 え 方 や あ り 方 、 そ し て 、

今 後 の 地 域 福 祉 の 動 き と ア ク シ

ョ ン プ ラ ン 推 進 の 意 義 な ど を パ

ワ ー ポ イ ン ト を 用 い て わ か り や

す い 講 演 が あ っ た 。  
ま た 、 鈴 木 副 委 員 長 （ 城 東 区

地 域 福 祉 ア ク シ ョ ン プ ラ ン 推 進

副 委 員 長 ／ 龍 谷 大 学 短 期 大 学 部

講 師 ） か ら は 、 推 進 に 向 け て 、 「 推

進 委 員 会 」 と 「 プ ロ ジ ェ ク ト チ

ー ム 」 は 車 の 両 輪 の ご と く 、 協  

力 体 制 で 取 り 組 ん で い く こ と

が 、 大 切 で あ る 。 ま た 、 「 プ ロ ジ

ェ ク ト チ ー ム 」 の 取 り 組 み は 、

地 域 福 祉 の 課 題 の 発 掘 、 整 理 、

解 決 へ と 結 び つ け る こ と が 大 き

な 役 割 で あ り 、 そ の た め に 話 し

合 う こ と も チ ー ム の 活 動 の 一 つ

と な る と い う 説 明 が あ っ た 。  

プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム  

全 体 説 明 会  

校 下 ア ク シ ョ ン プ ラ ン ・

プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム の 取 り

組 み は 、 地 域 福 祉 の 課 題 を

整 理 し 、 そ の 解 決 に 向 け て

継 続 し た 話 し 合 い を 行 う こ

と が 大 切 で す 。 そ こ で 、 ま

ず 、 チ ー ム で 自 分 た ち の 地

域 の 課 題 や 問 題 を ひ ろ い あ

げ る 方 法 と し て 、 課 題 票 を

つ く り 整 理 し て い き ま す 。  

●
私
た
ち
の
地
域
は
、
こ
ん
な
と
こ

ろ
が
自
慢
で
す
。

 
●
し
か
し
、
私
た
ち
の
地
域
の
こ
こ

が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
（
地

域
で
の
課
題
や
困
っ
て
い
る
こ

と
）

 
●
そ
れ
は
、
ど
こ
に
原
因
が
、
あ
る

の
か
な
ぁ
。

 
●
だ
か
ら
、
こ
ん
な
こ
と
に
取
り
組

む
と
解
決
す
る
か
も
。

 
●
い
ず
れ
は
、
こ
ん
な
町
（
地
域
）

に
し
た
い
。
な
っ
た
ら
い
い
の
に

な
ぁ
。

 

そ し て 、 大 き な 関 心 ご と の 一

つ と し て 、 「 予 算 は ど う な っ て い

る の ？ 」 と の 質 問 が あ り 、 合 同

事 務 局 か ら 事 務 費 程 度 を 予 算 化

し て い る と の 回 答 の 後 、 川 上 ア

ド バ イ ザ ー （ 城 東 区 地 域 福 祉 ア

ク シ ョ ン プ ラ ン 推 進 委 員 会 ア ド

バ イ ザ ー ／ そ よ 風 セ ン タ ー 館

長 ） か ら は 地 域 福 祉 推 進 の た め

に は 、 さ ま ざ ま な 取 り 組 み を 通

じ 、 寄 付 金 な ど 協 賛 を 得 る こ と

も 活 動 を 知 っ て い た だ く 一 つ の

方 法 で あ る と の 意 見 が あ っ た 。  

最 後 に 鈴 木 副 委 員 長 の 音 頭 で  

今 後 の 活 動 へ  

プ ロ ジ ェ ク ト  

チ ー ム 一 丸 と  

な り 、 取 り 組  

ん で い く 意 気  
込 み を 込 め て  

出 席 者 全 員 、  

お 茶 で の 乾 杯  

で 終 了 し た 。   

城
東
区
地
域
福
祉
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
推
進
体
制
図
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虹
が
架
か
っ
た

み
た
い
ね
。
 

レ
イ
ン
ボ
ー
、
 

ブ
ラ
ボ
ー
！
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
は

 

未
来
へ
の
架

け
橋
だ
ね
！
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校
下
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

 

リ
ー
ダ
ー
交
流
会
開
催

 

平
成
２
１
年
１
０
月
５
日

 

「 チ ～ ン ！ 」 と

音 が 鳴 れ ば 、 タ

イ ム ア ッ プ 一 分

前 、 そ ん な 決 め

ご と の も と 、 地

域 の 「 自 慢 」 、 「 気

に な る と こ ろ 」 、

「 原 因 」 な ど 校

下 ア ク シ ョ ン プ

ラ ン ・ プ ロ ジ ェ

ク ト チ ー ム で 何

度 も 話 し 合 わ れ

た 内 容 を 五 分 以

内 で 発 表 さ れ

た 。 笑 い あ り 、

笑 顔 あ り 、 で も

真 剣 な 「 リ ー ダ

ー 交 流 会 」 で し

た 。  

「 チ ン 」 の 正 体

は 、 四 頁 に 掲 載

し て い ま す 。  

校
下
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
今
年
春
か

ら
夏
に
か
け
、
幾
度
と
な
く
集
ま
り
、
地
域
の
福
祉
課
題
を
整
理
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
集
約
を
「
リ
ー
ダ
ー
交
流
会
」
の
場
で
校
下
ご
と
に

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
リ
ー
ダ
ー
１
４
名
、
大
谷
委
員
長
・

鈴
木
副
委
員
長
（
城
東
区
地
域
福
祉
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
推
進
委
員

会
）
、
川
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。

 

「
あ
な
た
の
ま
ち
の
地
域
福
祉
課
題
」
 

 

整
理
票
の
５
項
目

 
 

 

 ①
 
私
た
ち
の
地
域
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
自
慢
。

 

②
 
地
域
の
気
に
な
る
と
こ
ろ
。

 
 

 
 

③
 
ど
こ
に
原
因
が
あ
る
の
か
な
ぁ
。

 

④
 
こ
ん
な
こ
と
に
取
り
組
む
と
解
決
す
る
か
も
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑤
 
こ
ん
な
町
に
し
た
い
（
イ
メ
ー
ジ
・
願
い
）
。

 

中
浜

 
川
井
さ
ん
 

  
森
之
宮

 
鳥
山
さ
ん

  
 
東
中
浜
 
吉
岡
さ
ん

  
 城
東
 
徳
本
さ
ん
 

  
鴫
野

  
萩
原
さ
ん
 

  
今
福
 
新
堂
さ
ん

  
  

 放
出

 
西
村
さ
ん

 
 

 

成
育

 
田
中
さ
ん
 

  
 榎
並

 
清
水
さ
ん

  
  

 関
目
東

 
伊
藤
さ
ん
 

  
関
目

 
鍛
冶
さ
ん

  
  
鯰
江
東

 
高
田
さ
ん
 
 
鯰
江
 
中
農
さ
ん
 
 
 
 
 
 
 

 

情 報 交 換 会 ⑤ 情 報 交 換 会

で チ ー ム 推 進 策 を 検 討 し

て い く 。  

城 東 ： ① 下 町 人 情 ② 空 き 巣

等 の 被 害 ④ 高 齢 者 に 「 救 急

安 心 カ ー ド 」 や 一 軒 一 灯 の

ス テ ッ カ ー 作 成 。  

鴫 野 ： ① お せ っ か い 、 能 力

あ る 人 、 キ ー マ ン が 多 い ②

ミ ド ル 層 交 流 少 な い ④ 子

育 て 関 係 と 高 齢 者 関 係 事

業 を つ な ぐ 。  

聖 賢 ： ② マ ン シ ョ ン 新 入 居

者 と の 交 流 不 足 ③ 共 働 き

で 時 間 が な い ④ 広 報 活 動

と 参 加 し や す い 雰 囲 気 。  

今 福 ： ① 役 員 の 一 声 で 動 く

② 高 齢 者 の 孤 独 死 、 隣 近 所

の 希 薄 化 ③ 人 材 発 掘 、 つ な

が り づ く り 。  

放 出 ： ① 新 旧 住 民 、 行 事 充

実 で 結 束 力 ② 若 手 不 足 、 イ

ン フ ラ 不 足 。  

鯰 江 ： ① マ ン シ ョ ン 増 で 活

気 あ る 町 。 総 合 型 地 域 ス ポ

ー ツ ク ラ ブ ② 新 旧 住 民 の

考 え 方 等 の ギ ャ ッ プ 。  

鯰 江 東 ： ① 三 事 業 を 介 し て

「 躍 動 」 、 世 代 間 交 流 で 地

域 一 体 化 ② 交 番 、 ゴ ミ 問

題 。  

関 目 ： ① 夏 祭 り 二 日 間 す る

団 結 力 ② マ ン シ ョ ン 内 立

ち 入 り 拒 否 の 貼 り 紙 ③ 福

祉 ・ 高 齢 者 問 題 意 識 希 薄 ④

横 の 連 携 。  

関 目 東 ： ① 安 全 パ ト ロ ー ル

充 実 。 公 園 美 し い ② 暗 い 場

所 多 い ⑤ 大 人 の モ ラ ル 常

識 が 子 ど も の 手 本 に 。  

菫 ： ① 高 齢 者 の 元 気 な 町 ⑤

青 少 年 層 に 目 を 向 け た 取

り 組 み を 行 う 。  

榎 並 ： 高 齢 化 の 進 行 で ④ 「 安

心 見 守 り 隊 」 を 町 会 ご と に

組 織 化 し 、 災 害 時 に も 備 え

る 。  

成 育 ： ① 古 い 町 で 老 人 会 、

子 供 会 も 活 発 に 活 動 ② 南

部 に 高 層 マ ン シ ョ ン 化 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当
日
来
れ
な
か
っ
た

リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん

 
諏

 
訪
 
奥
田
さ
ん

 
鴫

 
野
 

 墨
 さ
ん

 
聖

 
賢
 
浦
川
さ
ん

 
鯰
江
東
 
鴻
原
さ
ん

 
菫

 
 
松
長
さ
ん

 

地 域 内 で 小 学 校 区 異 な る ③

単 身 者 住 宅 の 増 で 子 ど も が

増 え な い 。  

森 之 宮 ： ① ５ つ の 高 層 マ ン

シ ョ ン 。 高 齢 者 が 中 心 に 活

動 に 取 り 組 む ② 孤 独 死 の

増 、 交 流 希 薄 ④ 独 居 高 齢 者

の 調 査 と あ い さ つ 運 動 を 展

開 。  

東 中 浜 ： ４ 回 会 合 し て 課 題

を 抽 出 し た ④ 各 組 織 全 体 で  

諏 訪 ： ① 温 か い 住 み よ い 地

域 ② ワ ン ル ー ム マ ン シ ョ

ン 入 居 者 増 加 、 活 動 者 の 固

定 化 ③ 活 動 に 興 味 な し 。  

中 浜 ： ① 向 こ う 三 軒 両 隣 で

つ な が り ② 独 居 高 齢 者 多

い 。  

♫ 

～
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1 
 

城
東
区

 
 
地
域
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
（
校
下
別
地
域
診
断
）
※
自
己
診
断

 
 「
地
域
全
般
に
つ
い
て
」
「
活
動
に
つ
い
て
」
「
活
動
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
」

の
3
つ
の
側
面
か
ら
、
各
校
下
を
見
つ
め
て
い
く
た
め
の
シ
ー
ト
で
す
。

 
み
な
さ
ん
自
身
の
こ
と
を
答
え
る
の
で
は
な
く
、
み
な
さ
ん
の
目
か
ら
み
た
地
域
の
様
子
や
住
民

の
方
々
の
様
子
に
つ
い
て
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
    ☆
住
民
の
生
活
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
☆

 

 問
１

 
最
近
、
公
園
や
道
路
へ
の
ゴ
ミ
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
や
、
迷
惑
駐
車
・
駐
輪
な
ど
住
民
の
生
活

 

マ
ナ
ー
が
話
題
に
な
る
事
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
校
下
の
住
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 

  
 

 
１
．
大
変
よ
い

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
よ
い

 

 
 

 
 
３
．
ど
ち
ら
か
と
う
い
と
よ
く
な
い

 
 
４
．
よ
く
な
い

 

  ☆
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
☆

 

 問
２

 
（
道
路
や
公
園
、
公
共
施
設
、
地
域
の
会
館
、
色
々
な
お
店
な
ど
）
、
地
域
の
中
は
、
高
齢
の

 
方
や
障
が
い
を
持
た
れ
て
い
る
方
な
ど
が
生
活
し
や
す
い
作
り
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

 
（
１
つ
に
○
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１
．
と
て
も
そ
う
思
う

 
 

 
 

 
 

 
 

 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
そ
う
思
う

 

 
 

 
 
３
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
思
わ
な
い

 
 

 
４
．
思
わ
な
い

 

 
 

 
 

 
 ☆
高
齢
者
の
社
会
資
源
に
つ
い
て
☆

 

 問
３

 
あ
な
た
の
地
域
で
は
、
高
齢
の
方
が
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
施
設
や
取
り

 
組
み
、
活
動
が
充
実
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
 

 
１
．
と
て
も
充
実
し
て
い
る

 
 

 
 

 
 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
充
実
し
て
い
る

 

 
 

 
 
３
．
充
実
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い

 
 

 
４
．
充
実
し
て
い
な
い

 

   

地
域
全
般
に
つ
い
て

 

2 
 ☆
障
が
い
者
の
社
会
資
源
に
つ
い
て
☆

 

 問
４

 
あ
な
た
の
地
域
で
は
、
障
が
い
を
持
た
れ
て
い
る
方
が
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
施
設
や
取
り
組
み
、
活
動
が
充
実
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
 

 
１
．
と
て
も
充
実
し
て
い
る

 
 

 
 

 
 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
充
実
し
て
い
る

 

 
 

 
 
３
．
充
実
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い

 
 

 
４
．
充
実
し
て
い
な
い

 

  ☆
子
ど
も
・
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る
方
の
社
会
資
源
に
つ
い
て
☆

 

 問
５

 
あ
な
た
の
地
域
で
は
、
子
ど
も
や
子
育
て
を
し
て
い
る
方
々
を
支
え
る
施
設
や
取
り
組
み
、

 
活
動
が
充
実
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１
．
と
て
も
充
実
し
て
い
る

 
 

 
 

 
 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
充
実
し
て
い
る

 

 
 

 
 
３
．
充
実
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い

 
 

 
４
．
充
実
し
て
い
な
い

 

  問
６

 
あ
な
た
の
地
域
に
は
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
が
充
実
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

 
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
 

 
１
．
と
て
も
充
実
し
て
い
る

 
 

 
 

 
 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
充
実
し
て
い
る

 

 
 

 
 
３
．
充
実
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い

 
 

 
４
．
充
実
し
て
い
な
い

 

  ☆
そ
の
他
社
会
資
源
に
つ
い
て
☆

 

 問
７

 
福
祉
会
館
や
老
人
憩
の
家
な
ど
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
普
段
使
わ
れ
る
場
所
や
会
館
は
、

 
利
用
し
や
す
い
で
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
 

 
１
．
と
て
も
利
用
し
や
す
い

 
 

 
 

 
 

 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
利
用
し
や
す
い

 

 
 

 
 
３
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
利
用
し
に
く
い

 
 
４
．
利
用
し
に
く
い

 

  問
８

 
自
分
た
ち
の
地
域
で
、
自
慢
で
き
る
（
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
）
の
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

 
（
自
由
記
述
）
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3 
 ☆

 防
犯
に
つ
い
て
☆

 

 問
９

 
あ
な
た
の
地
域
で
は
、
防
犯
活
動
な
ど
安
全
な
ま
ち
へ
の
取
り
組
み
や
工
夫
が
さ
れ
て
い
る

 
と
思
い
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
 

 
 

 
 
１
．
大
変
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
る

 
 

 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 

３
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
で
は
な
い

 
４
．
ま
っ
た
く
活
発
で
は
な
い

 

                              

4 
    

・
こ
の
項
目
で
は
地
域
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
、
「
活
発
か
、
活
発
で
な
い
か
」
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

 
 

 
・
「
活
発
」
と
は
、
「
日
数
や
利
用
人
数
や
活
動
中
の
雰
囲
気
等
が
、
と
て
も
充
実
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
」
状
態
を
、
ひ
と
つ
の
基
準
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

 
・
「
活
発
で
は
な
い
」
と
は
、
「
日
数
や
利
用
人
数
や
活
動
中
の
雰
囲
気
等
に
つ
い
て
、
ま
だ
ま

だ
改
善
が
必
要
と
思
わ
れ
る
」
状
態
を
、
ひ
と
つ
の
基
準
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 ☆
町
会
お
よ
び
校
下
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
：
校
下
社
協
）
の
活
動
に
つ
い
て

 
そ
の
１
☆

 

 問
10

 
地
域
の
高
齢
者
食
事
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
活
発
に
活
動
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
か
。

 
（
１
つ
に
○
）

 
 １
．
大
変
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 
 

 
 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 

３
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
で
は
な
い

 
４
．
ま
っ
た
く
活
発
で
は
な
い

 
 

 

５
．
こ
の
事
業
を
知
ら
な
い

 

 
 ※
高
齢
者
食
事
サ
ー
ビ
ス
と
は

 
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
調
理
す
る
の
が
困
難
な
高
齢
者
の
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
協
力
の
も
と
、
地
域
の
会
館
、
老
人
憩
の
家
な
ど
で
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
食
事
会

の
こ
と
で
す
。
交
流
の
輪
を
広
め
、
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る
活
動
で
す
。

 
   問

11
 
地
域
の
ふ
れ
あ
い
喫
茶
に
つ
い
て
、
活
発
に
活
動
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
か
。

 
（
１
つ
に
○
）

 
 １
．
大
変
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 
 

 
 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 

３
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
で
は
な
い

 
４
．
ま
っ
た
く
活
発
で
は
な
い

 
 

 

５
．
こ
の
事
業
を
知
ら
な
い

 

 
 

※
ふ
れ
あ
い
喫
茶
と
は

 
地
域
に
お
住
い
の
方
々
が
、
気
軽
に
集
ま
っ
て
話
が
で
き
る
交
流
の
場
と
し
て
、
福
祉
会
館
、

老
人
憩
の
家
な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
軽
食
（
パ
ン
や
ゆ
で
卵
な
ど
）
や
コ
ー
ヒ
ー
・
ジ

ュ
ー
ス
な
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
提
供
さ
れ
て
お
り
、
気
軽
に
集
え
る

「
場
」
と
し
て
、
ま
た
住
民
の
福
祉
活
動
の
「
拠
点
」
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

活
動
に
つ
い
て
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5 
 問

12
 
地
域
の
子
育
て
支
援
活
動
（
子
育
て
サ
ロ
ン
）
に
つ
い
て
、
活
発
に
活
動
し
て
い
る
と
感
じ

 
て
い
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
 １
．
大
変
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 
 

 
 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 

３
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
で
は
な
い

 
４
．
ま
っ
た
く
活
発
で
は
な
い

 
 

 

５
．
こ
の
事
業
を
知
ら
な
い

 

   
※
子
育
て
支
援
活
動
（
子
育
て
サ
ロ
ン
）
と
は

 
子
育
て
サ
ロ
ン
活
動
は
、
民
生
・
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
方
々
の
協
力
で
地
域

の
会
館
、
老
人
憩
の
家
な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
近
な
地
域
で
、
乳
幼
児
と
そ
の
親

が
自
由
に
遊
び
、
出
会
い
、
交
流
す
る
場
で
す
。
ま
た
、
子
育
て
に
関
し
て
の
不
安
や
悩
み

な
ど
を
か
か
え
て
お
ら
れ
る
保
護
者
の
方
も
、
互
い
に
話
し
合
い
や
情
報
交
換
が
で
き
ま
す
。

 
     問

13
 
地
域
の
通
所
型
閉
じ
こ
も
り
等
、
予
防
事
業
に
つ
い
て
、
活
発
に
活
動
し
て
い
る
と
感
じ
て

 
 
い
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
 

 
 

１
．
大
変
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 
 

 
 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 

３
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
で
は
な
い

 
４
．
ま
っ
た
く
活
発
で
は
な
い

 
 

 

５
．
こ
の
事
業
を
知
ら
な
い

 

   
 
※
通
所
型
閉
じ
こ
も
り
等
予
防
事
業
と
は

 
高
齢
に
な
っ
て
も
で
き
る
限
り
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
生
活

機
能
の
低
下
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
活
動
で
す
。
憩
い
の
家
等
、
身
近

な
場
所
で
創
作
活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
地
域
で

の
仲
間
づ
く
り
、
交
流
を
図
り
ま
す
。

 
       

6 
 ☆
町
会
お
よ
び
校
下
社
協
の
活
動
に
つ
い
て

 
そ
の
２
☆

 

 
活
動
一
覧
１
（
順
不
同
）

 
あ
ん
し
ん
見
守
り
隊

  
 一
戸
一
鉢
運
動

 
 
青
パ
ト
運
動

 
  
お
い
し
い
も
の
ク
ラ
ブ

 
 

カ
ラ
オ
ケ
活
動

 
 

 
 献
血
推
進
運
動

 
 
高
齢
者
調
査

 
  
声
か
け
訪
問

 
 

 
世
代
間
交
流

 
  

  
  

 総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

 
  

 
男
性
料
理
教
室

 
 

 
南
中
ソ
ー
ラ
ン

 
  

  
 ふ
れ
あ
い
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

 
  

 
百
歳
体
操

 
  問

14
 
上
の
活
動
一
覧
１
の
う
ち
、
あ
な
た
の
町
会
お
よ
び
校
下
社
協
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
は

 
い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
 

１
．
９
以
上

 
 

 
２
．
５
～
８
つ

 
 
３
．
１
～
４
つ

 
 

 
４
．
無
し

 
 

  問
15

 
上
の
活
動
一
覧
１
か
ら
、
主
な
活
動
を
３
つ
選
び
、
活
動
状
況
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
 

①
活
動
名
【

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
】

 

活
動
状
況
。
（
１
つ
に
○
）

 

１
．
大
変
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 
 

 

２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 
 

 
 

３
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
で
は
な
い

 
 

 
 

４
．
ま
っ
た
く
活
発
で
は
な
い

 

  
②
活
動
名
【

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
】

 

活
動
状
況
。
（
１
つ
に
○
）

 

１
．
大
変
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 
 

 
 

 
 

２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 

３
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
で
は
な
い

 
 

 

４
．
ま
っ
た
く
活
発
で
は
な
い

 

  

③
活
動
名
【

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
】

 

活
動
状
況
。
（
１
つ
に
○
）

 

１
．
大
変
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 
 

 

２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 
 

 

３
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
で
は
な
い

 
 

 

４
．
ま
っ
た
く
活
発
で
は
な
い
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7 
 ☆
町
会
お
よ
び
校
下
社
協
の
活
動
に
つ
い
て

 
そ
の
３
☆

 

 活
動
一
覧
２
（
順
不
同
）

 
運
動
会

 
 

 お
花
見
食
事
会

 
 
敬
老
大
会

 
 

 
 

  
 

 校
庭
キ
ャ
ン
プ

 
 

キ
ャ
ン
プ

 
 広
報
紙
の
発
行

 
 
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
祭
り

 
  
子
ど
も
相
撲
大
会

 
 

子
ど
も
餅
つ
き
大
会

 
  

  
  

  
 社
会
福
祉
施
設
と
一
緒
に
防
災
訓
練

 
 

手
芸
教
室

 
 植
樹
祭

 
  

  
  

  
成
人
式

 
  

  
  

  
  

  
  
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
バ
ザ
ー

 
 

ピ
ク
ニ
ッ
ク
大
会

 
  

  
  

  
  

 盆
踊
り
・
夏
祭
り

 
  

  
  
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

 
 

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

 
  

  
  

  
  

 も
ち
つ
き
大
会

 
  

  
  

  
夜
店

 
 問

16
 
上
の
活
動
一
覧

2
の
う
ち
、
あ
な
た
の
町
会
お
よ
び
校
下
社
協
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
は

 
い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
 

１
．
９
以
上

 
 

 
２
．
５
～
８
つ

 
 

 
３
．
１
～
４
つ

 
 

 
４
．
無
し

 
 

 
 

  問
17

 
上
の
活
動
一
覧

2
か
ら
、
主
な
活
動
を
３
つ
選
び
、
活
動
状
況
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
 

①
活
動
名
【

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
】

 

活
動
状
況
。
（
１
つ
に
○
）

 

１
．
大
変
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 
 

 

２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 
 

 
 

３
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
で
は
な
い

 
 

 
 

４
．
ま
っ
た
く
活
発
で
は
な
い

 

  
②
活
動
名
【

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
】

 

活
動
状
況
。
（
１
つ
に
○
）

 

１
．
大
変
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 
 

 
 

 
 

２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 

３
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
で
は
な
い

 
 

 

４
．
ま
っ
た
く
活
発
で
は
な
い

 

 

③
活
動
名
【

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
】

 

活
動
状
況
。
（
１
つ
に
○
）

 

１
．
大
変
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 
 

 

２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 
 

 

３
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
で
は
な
い

 
 

 

４
．
ま
っ
た
く
活
発
で
は
な
い

 
 

 

8 
 問

18
 
活
動
一
覧

1、
活
動
一
覧

2
の
活
動
以
外
で
、
他
の
地
域
に
自
慢
で
き
る
よ
う
な
活
動
が
あ

 
れ
ば
、
お
書
き
く
だ
さ
い
（
自
由
記
述
）

 
     ☆
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
つ
い
て
☆

 

 問
19

 
地
域
活
動
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
っ
て
い
る
人
を

3
人
思
い
浮
か
べ
て
く
だ
さ
い
。

 
そ
の
方
々
の
立
場
（
町
会
長
、
民
生
・
児
童
委
員
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
員
、
青
尐
年
指
導
員
、

町
会
役
員
、
班
長
な
ど
）
を
書
き
、
そ
の
人
の
特
徴
に
つ
い
て
、
下
の
選
択
肢
か
ら
あ
て
は
ま

る
も
の
を
選
び
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 
（
該
当
す
る
と
思
う
選
択
肢
す
べ
て
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
）

 
 

①
Ａ
さ
ん
：
立
場
【

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
】

 
 
 

特
徴
（

 
１

 
・

 
２

 
・

 
３

 
・

 
４

 
・

 
５

 
・

 
６

 
・
７

 
）

 

 
 

 ②
Ｂ
さ
ん
：
立
場
【

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
】

 

 
 
 
特
徴
（

 
１

 
・

 
２

 
・

 
３

 
・

 
４

 
・

 
５

 
・

 
６

 
・
７

 
）

 

 
 

 ③
Ｃ
さ
ん
：
立
場
【

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
】

 

 
 
特
徴
（

 
１

 
・

 
２

 
・

 
３

 
・

 
４

 
・

 
５

 
・

 
６

 
・
７

 
）

 

 
 

特
徴
に
つ
い
て
の
選
択
肢

 
１
．
み
ん
な
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
与
え
て
、
夢
を
共
有
し
よ
う
と
す
る
タ
イ
プ

 
（
→
ビ
ジ
ョ
ン
提
示
型
）

 
２
．
活
動
の
中
で
、
メ
ン
バ
ー
の
才
能
や
力
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
タ
イ
プ

 
（
→
コ
ー
チ
型
）

 
３
．
メ
ン
バ
ー
間
の
濃
密
な
人
間
関
係
を
重
視
す
る
タ
イ
プ

 
（
→
関
係
重
視
型
）

 
４
．
み
ん
な
の
意
見
を
聞
い
て
、
上
手
に
ま
と
め
て
い
く
タ
イ
プ

 
 

 
 
（
→
民
主
型
）

 
５
．
地
域
の
歴
史
か
ら
行
政
の
仕
組
み
ま
で
の
多
く
の
知
識
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
知
識
や

教
訓
を
活
動
に
活
か
そ
う
と
す
る
タ
イ
プ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（
→
知
恵
袋
型
）

 
６
．
自
ら
が
積
極
的
に
動
く
こ
と
で
、
他
の
メ
ン
バ
ー
に
活
動
の
あ
り
方
や
手
本
な
ど
を
伝

え
て
い
く
タ
イ
プ

 
（
→
活
動
ペ
ー
ス
提
示
型
）

 
７
．
周
り
の
人
た
ち
に
、
強
引
に
自
分
の
考
え
を
押
し
と
お
し
て
進
め
て
い
く
タ
イ
プ

 
（
→
強
制
型
）
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9 
    ☆
福
祉
意
識
に
つ
い
て
☆

 

 問
20

 
住
民
の
み
な
さ
ん
は
、
高
齢
者
や
子
ど
も
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
そ
の
他
、
様
々
な
社
会
的

 
 

 
 立
場
の
弱
い
人
々
を
と
り
ま
く
地
域
の
福
祉
課
題
に
関
心
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

 
（
１
つ
に
○
）

 
 

１
．
と
て
も
関
心
が
あ
る

 
 

 
 

 
 
２
．
あ
る
程
度
関
心
が
あ
る

 

 
 

 
 
３
．
あ
ま
り
関
心
が
な
い

 
 

 
 

 
 
４
．
ま
っ
た
く
関
心
が
な
い

 

   問
21

 
住
民
の
み
な
さ
ん
は
地
域
の
福
祉
課
題
に
対
し
、
住
民
相
互
の
自
主
的
な
支
え
合
い
、
助
け

 
合
い
の
必
要
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
 

 
１
．
と
て
も
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る

 
 
２
．
あ
る
程
度
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る

 

３
．
あ
ま
り
必
要
だ
と
は
思
わ
な
い

 
 
４
．
ま
っ
た
く
必
要
だ
と
は
思
わ
な
い

 

   問
21

 
問

21
の
答
え
は
、
以
前
と
比
べ
（
約
５
年
前
と
比
べ
て
）
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
と

 
感
じ
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
 

 
１
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
よ
り
必
要
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た

 

 
 

 
 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
よ
り
必
要
だ
と
思
わ
な
く
な
っ
た

 

 
 

 
 
３
．
特
に
変
化
は
な
い

 

   問
23

 
住
民
の
み
な
さ
ん
は
、
日
頃
、
一
人
一
人
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
意
識
し
て

 
活
動
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
 

１
．
い
つ
も
意
識
し
て
い
る

 
 

 
 

 
２
．
時
々
は
意
識
す
る

 

 
 

 
 
３
．
あ
ま
り
意
識
す
る
機
会
が
な
い

 
 
４
、
意
識
し
て
い
な
い

 

    

活
動
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

 

10
 

  ☆
地
域
の
福
祉
活
動
へ
の
参
加
に
つ
い
て
☆

 

 問
24

 
住
民
の
み
な
さ
ん
の
、
町
会
や
校
下
社
協
の
活
動
へ
の
参
加
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

 
（
１
つ
に
○
）

 
 

 
 

 
１
．
多
く
の
住
民
が
参
加
し
て
い
る

 
 
２
．
一
部
の
住
民
が
参
加
し
て
い
る

 

３
．
あ
ま
り
参
加
し
て
い
な
い

 
 

 
 
４
．
ま
っ
た
く
参
加
し
て
い
な
い

 

   問
25

 
住
民
の
み
な
さ
ん
の
、
町
会
や
校
下
社
協
以
外
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や

N
PO
等
）
の

 
 

 
 福
祉
活
動
へ
の
参
加
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
 

 
 
１
．
よ
く
参
加
し
て
い
る

 
 

 
 

 
 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
参
加
し
て
い
る

 

３
．
あ
ま
り
参
加
し
て
い
な
い

 
 

 
 
４
．
ま
っ
た
く
参
加
し
て
い
な
い

 

   問
26

 
住
民
の
み
な
さ
ん
に
対
し
て
、
福
祉
に
関
す
る
研
修
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
、
セ
ミ
ナ
ー

 
な
ど
は
開
か
れ
て
い
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
 

１
．
頻
繁
に
開
催
さ
れ
て
い
る

 
 

 
 
２
．
時
々
開
催
さ
れ
て
い
る

 

 
 

 
 
３
．
あ
ま
り
開
催
さ
れ
て
い
な
い

 
 

 
４
．
ま
っ
た
く
開
催
さ
れ
て
い
な
い

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
※
平
均
す
る
と

 
年
・
月

 
 

 
 
回
程
度
）

 

   問
27

 
住
民
の
み
な
さ
ん
の
、
福
祉
に
関
す
る
研
修
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
等
へ
の
参
加
状
況
は

 
い
か
が
で
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
 

 
１
．
多
く
の
住
民
が
参
加
し
て
い
る

 
 
２
．
一
部
の
住
民
が
参
加
し
て
い
る

 

３
．
あ
ま
り
参
加
し
て
い
な
い

 
 

 
 
４
．
ま
っ
た
く
参
加
し
て
い
な
い
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11
 

   問
28

 
住
民
の
み
な
さ
ん
が
、
地
域
の
福
祉
課
題
を
話
し
合
う
場
は
あ
り
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
 

 
１
．
頻
繁
に
設
け
ら
れ
て
い
る

 
 

 
 

 
２
．
時
々
設
け
ら
れ
て
い
る

 

 
 

 
 
３
．
あ
ま
り
設
け
ら
れ
て
い
な
い

 
 

 
 
４
．
ま
っ
た
く
設
け
ら
れ
て
い
な
い

 

  
（
※
平
均
す
る
と

 
年
・
月

 
 

 
 
回
程
度
）

 

  問
29

 
住
民
の
み
な
さ
ん
の
、
地
域
の
福
祉
課
題
を
話
し
合
う
場
へ
の
参
加
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

 
（
１
つ
に
○
）

 
 

 
 

 
１
．
多
く
の
住
民
が
参
加
し
て
い
る

 
 

 
２
．
一
部
の
住
民
が
参
加
し
て
い
る

 

３
．
あ
ま
り
参
加
し
て
い
な
い

 
 

 
 

 
４
．
ま
っ
た
く
参
加
し
て
い
な
い

 

  
 問

30
 
世
代
間
（
高
齢
者
と
子
ど
も
・
子
育
て
世
代
と
そ
の
親
世
代
）
の
ふ
れ
あ
い
や
集
え
る
場
な

 
ど
は
あ
り
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
 

 
１
．
頻
繁
に
設
け
ら
れ
て
い
る

 
 

 
 

 
２
．
時
々
設
け
ら
れ
て
い
る

 

 
 

 
 
３
．
あ
ま
り
設
け
ら
れ
て
い
な
い

 
 

 
 
４
．
ま
っ
た
く
設
け
ら
れ
て
い
な
い

 

 

 
（
※
平
均
す
る
と

 
年
・
月

 
 

 
 
回
程
度
）

 

  問
31

 
住
民
の
み
な
さ
ん
の
、
世
代
間
の
ふ
れ
あ
い
の
場
へ
の
参
加
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

 
（
１
つ
に
○
）

 
 

 
 
１
．
多
く
の
住
民
が
参
加
し
て
い
る

 
 

 
２
．
一
部
の
住
民
が
参
加
し
て
い
る

 

３
．
あ
ま
り
参
加
し
て
い
な
い

 
 

 
 

 
４
．
ま
っ
た
く
参
加
し
て
い
な
い

 

 
  問

32
 
若
い
世
代
（

10
～

40
代
）
の
方
々
は
、
地
域
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
１
．
よ
く
参
加
し
て
い
る

 
 

 
 

 
 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
参
加
し
て
い
る

 

３
．
あ
ま
り
参
加
し
て
い
な
い

 
 

 
 
４
．
ま
っ
た
く
参
加
し
て
い
な
い
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  問
33

 
団
塊
の
世
代
の
方
々
は
、
地
域
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
 

 
 
１
．
よ
く
参
加
し
て
い
る

 
 

 
 

 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
参
加
し
て
い
る

 

３
．
あ
ま
り
参
加
し
て
い
な
い

 
 

 
４
．
ま
っ
た
く
参
加
し
て
い
な
い

 

  問
34

 
地
域
や
福
祉
に
興
味
を
持
つ
「
新
し
い
人
材
」
が
、
地
域
活
動
に
参
加
し
や
す
い
工
夫
が

 
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
 

 
１
．
と
て
も
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
う

 
 
２
．
工
夫
さ
れ
て
い
る
と
思
う

 

 
 

 
 
３
．
あ
ま
り
工
夫
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
な
い

 
 
４
．
工
夫
さ
れ
て
い
な
い

 

    ☆
認
知
度
や
情
報
に
つ
い
て
☆

 

 問
35

 
住
民
の
み
な
さ
ん
は
、
町
会
の
活
動
や
役
割
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

 
（
１
つ
に
○
）

 
 

 
 

 
 

 
 
１
．
十
分
知
っ
て
い
る

 
 

 
 

 
２
．
あ
る
程
度
知
っ
て
い
る

 
 

 
 

 
 
３
．
あ
ま
り
知
ら
な
い

 
 

 
 

 
４
．
ま
っ
た
く
知
ら
な
い

 

 
 

  問
36

 
住
民
の
み
な
さ
ん
は
、
校
下
社
協
の
役
割
や
活
動
に
つ
い
て
、
よ
く
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま

 
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
 

 
１
．
十
分
知
っ
て
い
る

 
 

 
 

 
２
．
あ
る
程
度
知
っ
て
い
る

 
 

 
 

 
 
３
．
あ
ま
り
知
ら
な
い

 
 

 
 

 
４
．
ま
っ
た
く
知
ら
な
い

 

  問
37

 
住
民
の
み
な
さ
ん
は
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
の
役
割
や
活
動
に
つ
い
て
、
よ
く
知
っ

 
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
 

 
 
１
．
十
分
知
っ
て
い
る

 
 

 
 

 
２
．
あ
る
程
度
知
っ
て
い
る

 
 

 
 

 
 
３
．
あ
ま
り
知
ら
な
い

 
 

 
 

 
４
．
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
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  問
38

 
福
祉
活
動
や
福
祉
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
必
要
な
人
に
必
要
な
情
報
が
届
い
て
い
る
と

 
思
い
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
 
１
．
十
分
届
い
て
い
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
２
．
あ
る
程
度
届
い
て
い
る

 

 
 

 
３
．
必
ず
し
も
届
い
て
い
る
と
は
限
ら
な
い

 
 
４
．
届
い
て
い
な
い

 

   問
39

 
福
祉
情
報
の
提
供
に
、
回
覧
板
は
上
手
く
活
用
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
 
１
．
十
分
活
用
で
き
て
い
る

 
 

 
 

 
 
２
．
あ
る
程
度
活
用
で
き
て
い
る

 

 
 

 
３
．
あ
ま
り
活
用
で
き
て
い
な
い

 
 

 
 
４
．
活
用
で
き
て
い
な
い

 

   問
40

 
住
民
の
み
な
さ
ん
に
対
し
て
福
祉
情
報
や
地
域
活
動
の
情
報
を
伝
え
る
の
に
、
ど
の
よ
う
な

 
 

 
 方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
か
。
（
自
由
記
述
）

 
           ☆
地
域
の
ま
と
ま
り
に
つ
い
て
☆

 

 問
41

 
日
常
生
活
で
困
っ
た
こ
と
や
支
援
が
必
要
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
場
合
、
ご
近
所
同
士
で
助
け

 
合
え
る
関
係
が
で
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
 
１
．
助
け
合
え
る
関
係
が
で
き
て
い
る

 

２
．
手
助
け
さ
れ
る
こ
と
に
少
し
抵
抗
感
を
感
じ
る
が
、
助
け
合
え
る
関
係
は
で
き
て
い
る

 

 
 

 
３
．
あ
ま
り
助
け
合
え
る
関
係
が
で
き
て
い
る
と
は
思
わ
な
い

 
 

 

４
．
助
け
合
え
る
関
係
は
で
き
て
い
な
い
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   問
42

 
地
域
で
は
、
ご
近
所
同
士
で
の
あ
い
さ
つ
は
で
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
 
１
．
老
若
男
女
と
わ
ず
、
ご
近
所
同
士
で
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る

 
 

２
．
顔
見
知
り
の
人
達
の
間
で
、
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る

 
 

 
 
３
．
お
互
い
あ
ま
り
あ
い
さ
つ
を
し
な
い

 

 
 

 
４
．
ほ
と
ん
ど
あ
い
さ
つ
は
な
い

 

    問
43

 
住
民
の
み
な
さ
ん
の
、
近
所
の
付
き
合
い
の
程
度
は
ど
の
様
な
も
の
で
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
 
１
．
近
所
の
仲
の
よ
い
人
同
士
、
よ
く
行
き
来
し
て
い
る

 

 
 

 
２
．
会
え
ば
親
し
く
話
を
す
る
人
が
い
る

 

 
 

 
３
．
あ
い
さ
つ
程
度
が
多
い

 

 
 

 
４
．
近
所
づ
き
あ
い
が
ほ
と
ん
ど
な
い

 

   問
44

 
住
民
の
み
な
さ
ん
は
、
「
自
分
の
ま
ち
」
と
感
じ
る
地
域
に
ど
の
程
度
の
愛
着
を
持
っ
て
い

 
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
 
１
．
大
変
に
愛
着
を
感
じ
て
い
る

 
 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
愛
着
を
感
じ
て
い
る

 

 
 

 
３
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
愛
着
を
感
じ
て
い
な
い

 
４
．
愛
着
を
ま
っ
た
く
感
じ
て
い
な
い

 

   問
45

 
地
域
の
住
民
活
動
な
ど
に
お
い
て
、
住
民
相
互
の
ま
と
ま
り
具
合
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い

 
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
 
１
．
大
変
ま
と
ま
り
が
あ
る

 
 

 
 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
ま
と
ま
り
が
あ
る

 

 
 

 
３
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
ま
と
ま
り
は
な
い

 
 
４
．
ま
っ
た
く
ま
と
ま
り
は
な
い
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  ☆
町
会
や
校
下
社
協
に
つ
い
て
☆

 

 問
46

 
町
会
や
校
下
社
協
の
活
動
実
践
へ
の
参
加
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
開
か
れ
た
も
の
に
な
っ

 
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
 
１
．
役
員
以
外
の
人
も
、
い
つ
も
参
加
で
き
て
い
る

 
 

２
．
役
員
以
外
の
人
も
、
時
折
参
加
し
て
い
る

 

 
 
３
．
役
員
以
外
の
人
た
ち
は
、
あ
ま
り
参
加
し
て
い
な
い

 

 
 
４
．
役
員
の
方
々
だ
け
が
参
加
し
て
い
る

 

   問
47

 
住
民
の
み
な
さ
ん
は
、
町
会
や
校
下
社
協
の
活
動
に
対
し
て
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
と
思
い

 
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
１
．
と
て
も
関
心
が
あ
る

 
 

 
 
２
．
あ
る
程
度
関
心
が
あ
る

 

 
 
３
．
あ
ま
り
関
心
が
な
い

 
 

 
 
４
．
ま
っ
た
く
関
心
が
な
い

 

  問
48

 
地
域
活
動
や
行
事
に
つ
い
て
、
他
の
地
域
に
比
べ
て
活
発
に
活
動
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

 
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
１
．
大
変
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 
 

 
 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
に
活
動
し
て
い
る

 

 
 
３
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発
で
は
な
い

 
４
．
ま
っ
た
く
活
発
で
は
な
い

 

   問
49

 
町
会
や
校
下
社
協
は
、
地
域
の
福
祉
課
題
に
対
し
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

 
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
１
．
と
て
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る

 
 

 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る

 

 
 
３
．
あ
ま
り
柔
軟
に
対
応
で
き
て
い
な
い

 
４
．
柔
軟
に
対
応
で
き
て
い
な
い
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  問
50

 
町
会
や
校
下
社
協
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か

 
（
自
由
記
述
）

 
             ☆
地
域
お
け
る
協
働
の
し
く
み
に
つ
い
て
☆

 

 問
51

 
住
民
と
行
政
の
協
働
（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

 
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
１
．
よ
い
関
係
が
で
き
て
い
る

 
 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
よ
い
関
係
が
で
き
て
い
る

 

 
 
３
．
よ
い
関
係
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い

 
 
４
．
よ
い
関
係
が
で
き
て
い
な
い

 

  問
52

 
住
民
と
区
社
協
の
協
働
（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す

 
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
１
．
よ
い
関
係
が
で
き
て
い
る

 
 
２
．
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
よ
い
関
係
が
で
き
て
い
る

 

 
 
３
．
よ
い
関
係
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い

 
 
４
．
よ
い
関
係
が
で
き
て
い
な
い

 

  問
53

 
町
会
や
校
下
社
協
と
福
祉
施
設
と
の
交
流
は
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
１
．
頻
繁
に
交
流
し
て
い
る

 
 

 
 

 
２
．
時
折
交
流
を
し
て
い
る

 

 
 
３
．
あ
ま
り
交
流
を
し
て
い
な
い

 
 

 
４
．
ま
っ
た
く
交
流
が
な
い
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   問
54

 
町
会
・
校
下
社
協
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

N
PO
と
の
交
流
は
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

 
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
１
．
頻
繁
に
交
流
し
て
い
る

 
 

 
 

 
２
．
時
折
交
流
を
し
て
い
る

 

 
 
３
．
あ
ま
り
交
流
を
し
て
い
な
い

 
 

 
４
．
ま
っ
た
く
交
流
が
な
い

 

  問
55

 
町
会
・
校
下
社
協
と
教
育
機
関
（
小
学
校
）
と
の
交
流
は
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

 
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
１
．
頻
繁
に
交
流
し
て
い
る

 
 

 
 

 
２
．
時
折
交
流
を
し
て
い
る

 

 
 
３
．
あ
ま
り
交
流
を
し
て
い
な
い

 
 

 
４
．
ま
っ
た
く
交
流
が
な
い

 

  問
56

 
町
会
・
校
下
社
協
と
教
育
機
関
（
中
学
校
）
と
の
交
流
は
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

 
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
１
．
頻
繁
に
交
流
し
て
い
る

 
 

 
 

 
２
．
時
折
交
流
を
し
て
い
る

 

 
 
３
．
あ
ま
り
交
流
を
し
て
い
な
い

 
 

 
４
．
ま
っ
た
く
交
流
が
な
い

 

   問
57

 
福
祉
施
設
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

N
PO
と
の
交
流
は
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
１
．
頻
繁
に
交
流
し
て
い
る

 
 

 
 

 
２
．
時
折
交
流
を
し
て
い
る

 

 
 
３
．
あ
ま
り
交
流
を
し
て
い
な
い

 
 

 
４
．
ま
っ
た
く
交
流
が
な
い

 

   問
58

 
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
、
団
体
や
住
民
な
ど
が
、
緊
急
時
に
連
携
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
作
ら

 
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 
  

 
１
．
し
っ
か
り
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
作
ら
れ
て
い
る

 

 
 
２
．
そ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
作
ら
れ
つ
つ
あ
る

 

３
．
し
っ
か
り
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
作
ら
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
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